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《
個
別
報
告
三
》
被
災
地
の
人
々
の
力
強
さ
の
源

　
　
　
　
　
　
　
　
―
漁
村
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
―

筒　

井　
　
　

裕　
　

　
　
　
　
研
究
対
象
地
域
「
宮
城
県
石
巻
市
大
室
集
落
」

　

帝
京
大
学
の
筒
井
と
申
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
私
の
専
門
は
人
文
地
理
学

で
す
が
、
日
本
民
俗
学
の
研
究
も
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
「
被
災
地
の
人
々
の
力
強
さ
の

源
―
漁
村
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
―
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）―
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
か
け
て

実
施
し
た
調
査
、
な
ら
び
に
、
そ
の
後
に
行
っ
た
調
査
の
成
果
を
も
と
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）―
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
の
調
査
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
筒
井　

裕
「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
「
復
活
」
と
そ
の�

要
因
―
宮
城
県
石
巻
市
の
大
室
南
部
神
楽
を
事
例
と
し
て
―
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推

進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
十
号
、一
五
一
―
一
七
一
頁
、二
〇
一
六
年
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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私
の
研
究
対
象
地
域
で
あ
る
宮
城
県
石
巻
市
大
室
集
落
は
、
仙
台
市
か
ら
北
東
に
直
線
距
離
で
お
よ
そ
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位

置
に
あ
る
漁
村
で
す
。
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
現

在
、
こ
の
集
落
に
は
二
十
五
世
帯
が
存
在
し
ま
す
が
、
平

成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
の
東
日
本
大
震
災
の
前
は
、

そ
の
倍
の
世
帯
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。【
図
1
】
で
示

し
た
よ
う
に
大
室
集
落
は
海
に
面
し
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
の
折
に
、
こ
の
集
落
は
巨
大
な
津
波
に
襲
わ
れ
て

沢
山
の
方
が
犠
牲
と
な
り
、
家
屋
の
九
割
以
上
を
失
う
と

い
う
大
変
い
た
ま
し
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

大
室
集
落
の
主
要
な
産
業
は
、
鮭
・
帆
立
・
牡
蠣
・
海

藻
類
の
養
殖
業
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
後
は
放
射
能
の

風
評
被
害
の
影
響
で
収
益
が
三
割
ま
で
落
ち
込
み
、
経
済

的
に
停
滞
し
た
状
況
が
続
き
ま
し
た
。【
図
1
】
に
、
大

室
集
落
に
お
け
る
東
日
本
大
震
災
以
前
と
そ
の
後
の
家
屋

の
分
布
状
況
を
示
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
後
に
建
築

物
の
数
が
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
る
事
実
か
ら
、
地
震

と
津
波
が
こ
の
地
域
を
ひ
ど
く
破
壊
し
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

【図 1】　東日本大震災からの大室集落の復興状況（2008 ～ 2014 年）

（�2008 年版・2014 年版『ゼンリン住宅地図　石巻市④』と現地調査の成果をもとに作成。
筒井（2016）より引用）
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【
写
真
1
～
3
】
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ�

Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
の
衛
星
画
像
で
、
東
日
本
大
震
災
前
後
の
大
室
集
落
を
写
し
た
も
の
で
す
。【
写
真
1
】

は
、
東
日
本
大
震
災
前
の
平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
十
一
月
十
四
日
の
大
室
集
落
の
様
子
に
な
り
ま
す
。
続
い
て
【
写
真
2
】
は
東

日
本
大
震
災
直
後
の
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
四
月
六
日
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
津
波
で
家
屋
が
流
さ
れ
、
こ
の
漁
村
の
日
常
が
破

壊
さ
れ
た
こ
と
が
把
握
で
き
ま
す
。
そ
し
て
【
写
真
3
】
は
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
二
月
十
七
日
撮
影
の
画
像
で
す
。
こ
の
写
真
の

中
央
、
や
や
右
上
の
部
分
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
土
地
が
整
備
さ
れ
、
そ
こ
に
住
宅
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
こ
の

場
所
が
大
室
集
落
の
い
わ
ゆ
る
「
高
台
」
に
あ
た
り
、
先
ほ
ど
お
話
し
た
二
十
五
世
帯
の
移
住
先
に
な
り
ま
す
。

【写真 1～ 3】　�東日本大震災前後の大室集落（2009 ～

2018 年）

　　　　　　 ※Google�Earth�より引用。

写真 1

写真 2

写真 3
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大
室
南
部
神
楽
と
そ
の
担
い
手

　

大
正
期
以
降
、
大
室
集
落
で
は
庶
民
的
で
親
し
み
や
す
い
「
大
室
南
部
神
楽
」
が
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
神
楽
は
平

成
七
（
一
九
九
五
）
年
頃
に
、「
娯
楽
の
多
様
化
」
な
ど
の
た
め
に
一
度
途
絶
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
後
、
大
室
集
落
の
人
々
は
、
東

日
本
大
震
災
の
折
に
発
生
し
た
津
波
に
よ
っ
て
、
神
楽
に
関
す
る
す
べ
て
の
知
識
・
技
術
を
も
つ
地
域
の
古
老
「
神
楽
の
師
匠
」
を
失
い

ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
神
楽
の
奉
納
に
必
要
な
道
具
・
衣
装
、
そ
し
て
神
楽
の
台
詞
や
所
作
を
記
し
た
台
本
「
神
題
本
」
も
全
て
流
失
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
た
ち
は
「
ウ
チ
の
神
楽
、
全
部
途
絶
え
ち
ゃ
っ
た
」・「
神
楽
が
完
全
に
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
も

う
、
や
め
ち
ま
お
う
」
と
意
気
消
沈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
様
子
を
見
た
三
十
～
四
十
歳
代
の
若
手
の
皆
さ
ん
が
「
高
齢
者
た
ち
を

励
ま
そ
う
」
と
考
え
、
神
楽
の
復
活
を
図
り
ま
し
た
。

　

そ
の
際
に
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
は
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
し
て
、
日
本
全
体
に
支
援
を
呼
び
か
け
ま
し
た
（
後
述
）。

大
室
集
落
の
若
手
の
人
々
が
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
背
景
に
は
、
後
ほ
ど
ご
紹
介
す
る
雄
勝
法
印
神
楽

と
は
異
な
り
、
大
室
南
部
神
楽
が
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
自
ら
情
報
発
信
を
し
て
外
部
の
協
力
を
取
り
付
け
な

け
れ
ば
神
楽
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

神
楽
の
指
導
者
と
道
具
類
を
失
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年
五
月
、大
室
集
落
の
人
々
は
神
楽
の
道
具
と
台
詞
、

そ
し
て
生
き
る
気
持
ち
を
取
り
戻
し
、「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活
祭
」
を
開
催
し
、
神
楽
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
先
に
お
話
し
た
三
十
～
四
十
歳
代
の
方
々
で
す
が
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
は
津
波
の
犠
牲
と
な
っ
た
「
神
楽
の
師

匠
」
か
ら
幼
少
期
に
「
厳
し
い
指
導
」
を
受
け
た
最
後
の
世
代
に
あ
た
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
若
い
方
々
が
中
心
と
な
り
、
男
女
二
十
名

ほ
ど
で
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
を
組
織
し
、
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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先
程
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
大
室
集
落
の
約
半
数
の
世
帯
が
高
台
へ
の
移
住
を
決
め
ま
し
た
。
高
台
へ
の
転
居
は
平
成
二
十
九

（
二
〇
一
七
）
年
の
夏
季
に
は
開
始
さ
れ
、
同
年
の
冬
に
は
お
お
よ
そ
の
世
帯
が
こ
れ
を
終
え
る
見
込
み
で
、
あ
る
高
齢
の
方
に
よ
る
と
、

「
み
ん
な
が
よ
う
や
く
一
息
つ
け
る
状
態
に
な
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
地
に
留
ま
っ
た
人
々
の
多
く
が
、「
神
楽
を
継
承
す
る
の

だ
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
つ
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
で
あ
り
ま
す
。

　
【
図
2
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
図
は
宮
城
県
教
育
委
員
会
編
『
宮
城
県
の
民
俗
芸
能
』（
宮
城
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
を

基
礎
的
資
料
と
し
て
、
宮
城
県
に
お
け
る
神
楽
の
類
型
別
分
布
を
示
し
た
も
の
で
す
。
黒
色
の
部
分
が
南
部
神
楽
の
、
白
色
部
分
が
法
印

神
楽
の
分
布
を
表
し
て
い
ま
す
。【
図
2
】
よ
り
、
仙
台
市
の
北
側
に
南
部
神
楽
が
、
さ
ら
に
そ
の
沿
岸
部
を
中
心
に
法
印
神
楽
が
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
法
印
神
楽
は
、「
法
印
」・「
法
印
様
」
と
呼
ば
れ
る
修
験
者
た
ち
が
伝
え
て
き
た
神
楽
で
す
。【
写
真
4
】

は
法
印
神
楽
の
ひ
と
つ
で
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
雄
勝
法
印
神
楽
の
舞
台
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
み

る
と
、
舞
台
中
央
に
「
雄
勝
法
印
神
楽
」
の
文
字
や
注
連
縄
の
意
匠
を
施
し
た
幕
が
張
ら
れ
、
さ
ら
に
様
々
な
舞
台
装
置
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
舞
台
の
天
井
部
分
で
木
材
を
十
字
型
に
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
演
目
「
産
屋
」
で
使
用
す
る
重
要
な
舞
台

装
置
の
ひ
と
つ
で
す
。「
産
屋
」
の
奉
納
時
に
、
こ
ち
ら
の
天
井
部
分
に
舞
手
の
一
人
が
逆
さ
ま
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
状
態
で
激
し
く
立
ち

回
り
、
祭
礼
の
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
左
側
に
紅
白
の
垂
れ
幕
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
演
目
「
岩
戸
開
」
で
用
い
ら
れ

る
舞
台
装
置
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
法
印
神
楽
は
舞
台
の
一
面
を
神
楽
幕
で
覆
い
、
ま
た
、
別
の
一
面
に
舞
台
装
置
を
し
つ
ら
え
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
観
客
は
二
方
向
、
あ
る
い
は
三
方
向
か
ら
見
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
、
庶
民
た
ち
が
「
俺
た
ち
も

法
印
様
た
ち
の
よ
う
に
舞
い
た
い
」
と
憧
れ
、
法
印
神
楽
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
創
り
出
し
た
の
が
南
部
神
楽
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
（
こ
の

経
緯
に
つ
い
て
は
、
東
北
歴
史
博
物
館
編
『
南
部
神
楽
に
親
し
む
』
東
北
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
）。
以
上
申
し
上
げ
た
成

立
の
経
緯
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
法
印
神
楽
と
南
部
神
楽
の
面
・
衣
装
・
楽
器
は
よ
く
似
て
い
る
の
で
す
。
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東
日
本
大
震
災
後
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
、
石
巻
・
多
賀
城
・
仙
台
市
な
ど
の
各
地
域
に
避
難
し
て
い
た
関
係
で
、

頻
繁
に
練
習
す
る
こ
と
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
主
に
金
曜
日
の
夜
な
ど
、
決
ま
っ
た
日
時
に
大
室
集
落
に
集
い
、

練
習
に
励
み
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
（
二
〇
一
四
）
年
以
降
、
大
室
集
落
の
出
身
者
、
あ
る
い
は
そ
の
血
縁
者
の
子
供
が
練
習
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
学
業
や
就
業
の
機
会
を
求
め
て
大
室
集
落
か
ら
他
地
域
へ
移
住
す
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
「
人
の
出
入
り
」
が
激
し
い
状
況
下
に
お
い
て
も
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
人
々
は
、「
神
楽
を
奉
納
す
る
姿
を
皆
に
見
て
も

ら
う
こ
と
が
自
分
た
ち
の
励
み
に
な
る
」
と
考
え
、
そ
の
継
承
に
心
血
を
注
い
で
い
る
の
で
す
。

【図 2】　�宮城県における神楽の分布とその類型

　　　（平成期）

（『宮城県の民俗芸能』をもとに作成。筒井（2006）より引用）

【写真 4】　雄勝法印神楽（2017 年、発表者撮影）
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「
屋
島
合
戦
」
は
、
合
戦
中
に
重
傷
を
負
っ
た
兄
弟
が
お
互
い
の
姿
を
求
め
な
が
ら
亡
く
な
る
と
い
う
悲
し
い
演
目
で
す
。
こ
の
演
目

を
奉
納
す
る
間
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
舞
手
た
ち
は
感
情
が
高
ぶ
り
、
仮
面
の
下
で
し
ば
し
ば
号
泣
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
大
室
集

落
の
人
々
は
、
自
分
た
ち
の
大
ら
か
で
ス
ト
レ
ー
ト
な
気
質
を
は
っ
き
り
と
映
し
出
す
大
室
南
部
神
楽
を
、「
自
分
た
ち
は
い
か
な
る
存

在
で
あ
る
の
か
」・「
自
分
た
ち
の
個
性
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
を
与
え
て
く
れ
る
重
要
な
も
の
と
認

識
し
、「
他
の
神
楽
に
勝
る
、
非
常
に
優
れ
た
も
の
だ
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
会
員
た
ち
は
「
神
楽
で
他
と
優
劣
を
争

う
べ
き
で
は
な
い
」
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
、
神
楽
の
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
を
禁
忌
視
し
て
き
ま
し
た
。

　

以
上
か
ら
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
に
と
っ
て
、
大
室
南
部
神
楽
と
は
「
皆
に
見
て
も
ら
う
た
め
に
頑
張
っ
て
練
習
す
る
、
生

き
が
い
に
な
る
も
の
」
で
あ
り
、「
自
身
た
ち
の
個
性
を
明
確
化
し
、
自
他
の
区
別
を
も
た
せ
て
く
れ
る
も
の
」
だ
と
言
え
ま
す
。

　
　
　
　
後
継
者
の
育
成
方
法

　

一
九
九
〇
年
代
ま
で
、
大
室
南
部
神
楽
は
、
お
も
に
水
産
業
に
従
事
す
る
男
性
た
ち
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
毎
日
、

未
明
か
ら
日
中
に
か
け
て
水
産
業
関
連
の
仕
事
に
励
み
、
こ
れ
を
終
え
た
後
に
神
楽
小
屋
に
赴
き
、
そ
こ
で
「
神
楽
の
師
匠
」
の
指
導
の

も
と
、
練
習
に
勤
し
み
ま
し
た
。
師
匠
の
指
導
は
体
育
会
系
的
な
要
素
が
強
い
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
例
え
ば
、
師
匠
が
、
神

楽
小
屋
か
ら
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
場
所
に
舞
手
を
立
た
せ
、
そ
こ
か
ら
舞
手
に
神
楽
の
台
詞
を
大
声
で
唱
え
さ
せ
ま
し
た
が
、

舞
手
の
声
が
神
楽
小
屋
に
い
る
師
匠
の
も
と
に
届
く
ま
で
、
彼
は
神
楽
小
屋
に
戻
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
「
厳
し
い
指
導
」
に
耐
え
抜
い
た
人
だ
け
が
「
正
式
な
神
楽
の
舞
手
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
最
終
的
に
地
域
の
人
々
の
注
目
を
浴
び
る

ス
タ
ー
に
な
っ
た
の
で
す
。
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
と
、
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
頃
に
は
四
十
名
の
男
性
が
神
楽
の

練
習
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
、
そ
の
数
は
二
十
五
名
に
ま
で
減
少
し
た
そ
う
で
す
。
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私
は
、
大
室
集
落
の
人
々
が
こ
う
し
た
非
常
に
厳
し
い
神
楽
の
練
習
を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
規
模
な
自
然
災
害
を
克
服
し
得
る

屈
強
な
精
神
力
（
ス
ト
レ
ス
へ
の
耐
性
）
と
肉
体
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
と
同
様
の
現
象
は
、
火
山

活
動
が
盛
ん
な
東
京
都
三
宅
島
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
な
お
、
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
筒
井　

裕�

「
自
然
災
害
と
共
存
す
る
祭
礼
―

東
京
都
三
宅
島
の
初
午
祭
を
事
例
と
し
て
―
」（
古
沢
広
祐
責
任
編
集
・
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
『
共
存
学
3　

復
興
・

地
域
の
創
生
リ
ス
ク
世
界
の
ゆ
く
え
』
弘
文
堂
、
六
一
―
八
〇
頁
所
収
、
二
〇
一
五
年
）
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
大
室
南
部
神
楽
の
復
活
の
過
程

　

平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
十
一
月
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
、
集
落
の
復
旧
工
事
を
担
当
し
た
建
設
業
者
か
ら
仮
設
事
務
所
の

二
階
を
練
習
場
所
と
し
て
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
集
落
内
に
お
い
て
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）
年

五
月
に
「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活
祭
」
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
会
員
の
間
で
「
大
室
集
落
が
元

気
に
な
っ
た
こ
と
を
全
国
の
支
援
者
た
ち
に
伝
え
た
い
、
お
礼
を
言
い
た
い
」
と
い
う
感
情
が
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
当
時
、
会

員
た
ち
は
石
巻
市
周
辺
に
離
散
し
て
い
た
た
め
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
・
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を
駆
使
し
て
神
楽
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
た
り
、
神
楽
の
練
習
日
時
を
調
整
し
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
復
興
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
先
に
紹

介
し
た
三
宅
島
の
噴
火
時
に
も
全
島
民
が
日
本
各
地
に
離
散
し
ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
、
携
帯
電
話
が
十
分
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
は
著
し
く
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
あ
ま
り
時
間
が
経
過
し
な
い
う
ち
に
、
大
室
集
落
の
人
々
は
祭
礼
文
化
を
基
盤
に
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
速
や

か
に
再
構
築
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
神
楽
の
道
具
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
素
材
・
構
造
・
調
整
方
法
、
さ
ら
に
神
楽
の
台

詞
（
神
題
本
）
に
関
す
る
情
報
を
完
全
に
喪
失
し
て
お
り
、
神
楽
を
奉
納
で
き
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
大
室
南
部



258平成 29 年度共存学公開研究会「復興・伝統文化と地域の自立性」

神
楽
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
岩
手
県

か
ら
神
奈
川
県
に
か
け
て
の
地
域
で

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
実
施
し
、

役
場
や
神
楽
の
専
門
家
・
関
係
者
を

訪
問
し
て
大
室
南
部
神
楽
の
道
具
や

神
題
本
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、

こ
れ
ら
を
手
掛
か
り
に
道
具
を
新
調

し
た
り
、
台
詞
の
復
元
作
業
を
し
た

り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
室
集
落
が

高
い
情
報
発
信
力
を
備
え
て
い
た
こ

と
か
ら
、
日
本
各
地
の
個
人
・
企
業
・

財
団
・
宗
教
団
体
よ
り
衣
装
の
布
地
（【
写
真
5
】）
や
幕
（【
写
真
6
】）
の
提
供
、
な
ら
び
に
、
舞
台
の
貸
与
な
ど
の
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
大
室
集
落
の
人
々
は
「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活
祭
」
で
六
つ
の
演
目
を
奉
納
す
る
準
備
を

着
実
に
進
め
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
他
地
域
と
の
結
び
つ
き
が
も
た
ら
し
た
も
の

　

高
度
経
済
成
長
期
以
前
の
大
室
集
落
の
舞
手
た
ち
は
、
自
集
落
の
産
土
社
の
祭
礼
の
ほ
か
に
、
依
頼
が
あ
れ
ば
、
塚
浜
（
女
川
町
）・
志

津
川
（
南
三
陸
町
）
で
も
神
楽
を
奉
納
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
彼
ら
の
活
動
範
囲
は
著
し
く
拡
大
す
る�

【写真 5】　�寄贈された布地でつくられた神

楽の衣装（2013 年、発表者撮影）

【写真 6】　�寄贈された神楽の幕を披露する

大室南部神楽保存会の会員

（2013 年、発表者撮影）　　
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こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
室
集
落
が
岩
手
県
下
大
籠
・
宮
城
県
栗
原
市
・
宮
城
県
仙
台
市
な
ど
の
住
民
・

団
体
か
ら
神
楽
に
関
す
る
支
援
を
受
け
て
人
的
交
流
が
進
む
と
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
に
神
楽
の
奉
納
を
相
次
い
で

依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。【
図
3
】
に
、
平
成
二
十
五
（
二
〇
一
三
）―
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
お
け
る
大
室
南
部
神

楽
保
存
会
の
神
楽
の
奉
納
場
所
と
そ
の
回
数
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
図
か
ら
、
同
保
存
会
の
活
動
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
が
把
握
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）

年
以
降
に
実
施
し
た
現
地
調
査
で
、
大
室
南
部
神
楽

保
存
会
が
東
京
都
の
国
立
劇
場
や
兵
庫
県
の
湊
川
神

社
な
ど
で
も
神
楽
を
奉
納
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
先
程
、
少
し
ふ
れ
た
雄
勝
法
印

神
楽
に
お
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
の
現
象
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
こ
の
神
楽
は
国
境
を
越
え
て
、
ロ
シ
ア

で
奉
納
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
（
雄
勝
法
印
神
楽
の

関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

　

大
室
集
落
の
人
々
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

主
要
産
業
で
あ
る
漁
業
と
生
活
文
化
（
祭
礼
）
に
深

刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
身
体
を

酷
使
す
る
漁
業
を
生
業
と
し
、
さ
ら
に
「
神
楽
の
師

匠
」
の
厳
し
い
指
導
を
受
け
て
、
強
い
心
身
を
育
く

【図 3】　大室南部神楽保存会の神楽の奉納場所と奉納回数

　　　　　（2013 年 5 月～ 2015 年 4 月）

（�大室南部神楽保存会に対する聞き取り調査、ならびに、同保存会HP・
Facebook をもとに作成。筒井（2016）より引用）



260平成 29 年度共存学公開研究会「復興・伝統文化と地域の自立性」

ん
で
き
た
彼
ら
は
、「
失
っ
た
は
ず
の
祭
礼
文
化
」を
基
盤
と
し
て
地
域
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
で
す
が
、近
い
将
来
、「
神

楽
を
学
ん
だ
子
供
た
ち
」
が
、
進
学
・
就
職
の
た
め
に
こ
の
地
域
か
ら
転
出
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
大
室
集
落
が
「
神

楽
の
担
い
手
」
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
（
後
述
）。

　
　
　
　
総
括

　

以
上
、
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
大
室
集
落
の
人
々
は
、
厳
し
い
神
楽
の
練
習
を
通
じ
て
屈
強
な
心
身
を
培
い
、
こ
れ

を
「
底
力
」
に
し
て
大
規
模
な
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
は
南
部
神
楽
を
伝
承
す
る
中
で
、「
自
分
た

ち
は
大
ら
か
で
、
朗
ら
か
で
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
気
質
を
も
っ
た
人
間
な
の
だ
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
認
識
は

自
他
を
明
確
に
区
分
し
て
自
立
の
精
神
を
培
い
、
能
動
的
に
活
動
す
る
人
材
を
育
成
す
る
源
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
、
も
し
、

自
然
災
害
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
大
室
集
落
に
神
楽
が
伝
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
地
域
は
衰
退
の
一

途
を
辿
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
考
え
ま
す
。

　

最
後
に
大
室
南
部
神
楽
の
「
後
継
者
問
題
」
に
つ
い
て
言
及
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
現
在
、
大
室
南

部
神
楽
保
存
会
は
継
続
的
に
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
後
継
者
問
題
」
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
当
時

は
八
名
の
子
供
が
神
楽
を
練
習
し
て
い
ま
し
た
が
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
の
一
部
が
中
学
生
に
な
っ
て
部
活
動
を
始
め
た
り
、
遠
方
の
大
学
・

専
門
学
校
へ
進
学
し
た
り
し
た
関
係
で
、
神
楽
の
練
習
を
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
（【
写
真
7
】）。
彼
ら
／
彼
女
た
ち
の
幸

福
の
追
求
を
妨
げ
る
こ
と
な
く
、祭
礼
文
化
を
継
承
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。私
は
、三
宅
島
神
着
地
区
の
獅
子
舞（
初

午
祭
）
の
事
例
が
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
後
に
少
し
だ
け
、
こ
ち
ら
を
紹

介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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火
山
活
動
が
活
発
な
三
宅
島
の
神
着
地
区
の
青
年
団
は
、
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
の
噴
火
以
降
、
獅
子
舞
の
奉
納
に
必
要
な
人
手
が
確
保
で
き
ず
、

頭
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
神
着
地
区
の
青
年
団
は
こ
の
状
況
を
打
破
す
べ
く
、
島

内
の
公
的
機
関
や
大
企
業
の
出
張
所
に
出
向
中
の
島
外
出
身
者
と
そ
の
家
族
を
青

年
団
に
勧
誘
し
、
獅
子
舞
を
一
緒
に
練
習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
出
向
者
は

数
年
間
で
島
を
離
れ
ま
す
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
新
任
者
と
そ
の
家
族
が
転

入
し
て
き
ま
す
。
神
着
地
区
で
は
こ
の
出
向
と
い
う
仕
組
み
を
巧
み
に
活
用
し
、

祭
礼
に
必
要
な
人
的
資
源
を
円
滑
に
確
保
し
て
い
る
の
で
す
。
大
室
集
落
を
は
じ

め
と
す
る
被
災
地
の
人
々
が
祭
礼
文
化
の
継
承
を
強
く
希
望
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
事
例
を
参
考
に
他
地
域
出
身
者
を
受
け
入
れ
て
み
る
の
も
一
つ
の
解
決
策
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
（
本
報
告
後
、
三
宅
島
神
着
地
区
の
事
例
に
関

す
る
次
の
論
考
を
公
開
し
た
。
筒
井　

裕
「
東
京
都
三
宅
島
神
着
に
お
け
る
初
午

祭
の
継
承
に
関
す
る
文
化
地
理
学
的
研
究
」
平
岡
昭
利
監
修
・
須
山　

聡
ほ
か
編
『
離
島
研
究
Ⅵ
』
海
青
社
、
一
四
三
―
一
五
六
頁
所
収
、

二
〇
一
八
年
）。

【写真 7】　大室南部神楽を奉納する子供たち

　　　　　（2017 年、発表者撮影）


